
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ
、５
つ
の
コ
ー
ス 

で
バ
ス
に
乗
車
。小
国
で
買
い
物
や
酒
蔵
・醤

油
蔵
の
見
学
を
楽
し
ん
だ
り
、杖
立
や
黒
川

温
泉
ま
で
足
を
延
ば
し
た
り
。レ
ス
ト
ラ
ン
松

原
で
津
江
野
菜
を
使
っ
た
食
事
を
満
喫
し
た

り
と
、多
少
の  

ア
ル
コ
ー
ル
も
飲
み
な
が
ら
、

全
コ
ー
ス
と
も
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
日
田
バ
ス
、小

国
の
に
じ
バ
ス
、産
交
バ
ス
な
ど
を
乗
り
継
い

で
の
ツ
ア
ー
。
近
く
に
こ
ん
な
施
設
や
食
事
所 

が
あ
る
ん
だ
と
改
め
て
知
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。特
に
、小
国
行
き
の 

デ
マ
ン
ド
を
利
用
す
る
事
で
行
動
範 

囲
も
広
が
り
ま
す
。 

公
共
交
通
を
維
持 

    

す
る
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
も
バ
ス
旅
を 

楽
し
い
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！ 

 

今
年
45

回
目
と
な
る
西
日
本
陶
磁
器

フ
ェ
ス
タ
。
全
国
か
ら
多
数
の
店
舗
が

並
ぶ
イ
ベ
ン
ト
は
、
約
５
万
人
が
訪
れ

る
九
州
屈
指
の
一
大
行
事
。
そ
の
中
で

「
お
お
い
た
の
小
さ
な
旅
」
の
１
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
柚
子
商
品
や
米
、
お
茶
、

木
工
品
、
野
菜
な
ど
の
販
売
に
加
え
、
鯛

生
金
山
の
砂
金
採
り
体
験
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
様
々
な
ブ
ー
ス
を

展
開
。
中
津
江
コ
ー
ナ
ー
に
来
場
さ
れ

た
方
か
ら
は
「
金
山
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
」、「
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
た
い
」、

「
野
菜
が
新
鮮
で
安
い
」
な
ど
、
嬉
し
い

声
を
沢
山
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

延
べ
41

人
の
関
係
者
で
対

応
し
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。 

６
日
間
と
い
う
長
期
間
で
し

た
が
、
つ
く
る
部
会
員
を
は

じ
め
、
皆
さ
ん
楽
し
み
な
が

ら
新
た
な
取
組
み
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

今
度
は
こ
れ
を
や
ろ
う
よ
！

来
年
は
何
を
売
ろ
う
か
？
と

反
省
と
と
も
に
、
考
え
は
す

で
に
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
。
組

織
の
テ
ー
マ
「
み
ん
な
が
主

役
の
む
ら
づ
く
り
」
が
、
こ
こ

で
も
浸
透
し
て
い
ま
す
♪ 

く
ら
す
部
会
の
発
案
で
企
画
し
た
今
回
の

バ
ス
ツ
ア
ー
。上
津
江
町
の
方
も
含
め
て
、 

人
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ス
旅
の
楽
し
さ
と
と
も
に
、公
共
交
通
の

必
要
性
を
認
識
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た 
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「
地
域
の
様
々
な
資
源
を
内
外
に
発
信

す
る
」
を
主
な
活
動
の
テ
ー
マ
と
す
る

つ
く
る
部
会
。
今
回
、
福
岡
県
第
２
の

大
都
市
、
北
九
州
で
開
催
さ
れ
る
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
に
中
津
江
ブ
ー
ス
の
出
展

を
企
画
し
、
地
域
産
品
の
販
売
と
体
験
、

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

北
九
州
で
中
津
江
を
Ｐ
Ｒ 

 

西
日
本
陶
磁
器
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
ま
し
た
！ 

 

 
 

公
共
交
通
の
重
要
性
を
実
感 

 

『
バ
ス
の
日
』イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
！ 

 

中
津
江
で
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

公
共
交
通
「
津
江
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」 

１
日
無
料
と
な
る
バ
ス
の
日
に
、
普
段

利
用
し
て
い
な
い
人
も
、
楽
し
く
利
用
す

る
事
で
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
乗
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
、
全
て
公
共
交
通
を
利
用

し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。 
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 10 月 9 日、国際自転車のレース「ツール・

ド・九州」が開催され、100 台近くの自転車が

中津江を駆け抜けました。通過点となる栃原に

は多くの皆さんが集まり、疾風のごとく走り去

る選手に温かい声援を送る姿が！道路通行止

めなど生活に支障もある中、皆さん好意的に受

止め、日頃見ることのないイベントを楽しめる

のも、中津江の地域柄なのかもしれませんね。 

・住民参加型イベント 
（○×クイズ、仮装コンテストなど） 
・小中学生発表（鼓笛、ダンス） 

・地元音楽バンドほか出演 
・なかつえ新鮮野菜市 
・移動動物園 
・福引抽選会（地元賞品など） 
・屋台村（地元＆キッチンカー） 
・お宝さがしスタンプラリー 
・フォレストアドベンチャー体験 

 などなど（詳細は 11月のチラシで  

      お知らせします。） 

 中津江で最大のイベントである「ふるさとまつり」 
若い世代を中心にしたグループ『ぼちぼちいこう会』に
企画案を考えてもらっていますが、日程や場所、実施内
容の概要が決まりました！ 
 参加する皆さんが楽しめるイベントにしようと、ぼち
ぼちいこう会のメンバー一同、張り切っています。会場
や内容も一新した今年のふるさとまつりに、どうぞ御期
待ください。 

◦開催日時：１１月２６日（日）朝１０時～昼３時 

◦開催場所：津江小中学校（グランド及び体育館） 
      

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

中村奈々子さん（池ノ山） 
 平成４年生まれ ３１歳 

  
福岡市生まれで、学生時代は終電も気にせず
友達と飲んでいたと、容姿からは想像できな
い⁉酒豪の奈々子さん。中津江村に来る前
は、”村八分”のイメージがあったけれど、実際
には良い人ばかりでとても安心したと話して
くれました。また、熊本・福岡へのアクセスの
良い所なので、お出かけが楽しみだそうです。
日頃はご主人の仕事のサポートを行い、週末
は子どもたちとお出かけする、子供達中心の
休日を過ごしている中村家。地域の為になれ
ばと、野田のシニアクラブに夫婦で加入し、月  
1回は清掃活動をしてくれています。2月には 
       3人目を出産予定の奈々子さん。 
       中津江村を楽しんでください！ 

  つれづれ  
先日、普段あまり見ないテレビの歌番組で、

「昭和の名曲」に恥ずかしながら!?見入ってし
まった。あの頃好きだったアイドルや、想いの
重なる歌に、ついつい時間を忘れて... 
 関係あるようで別の話になるが、誰しも知ら
れたくない過去や他人には見せられない趣味が
ある！はず。今からの人生、空いた時間だけで
は聞ききれない数のCD、捨てられないレコー
ドの山、読み切れない本。そして昔好きだった
アイドルの写真集...特に偏った思想の本（樺美
〇子、本〇勝一、つ〇義春、柴〇翔 etc）は、
若かりし頃によく行った JAZZ喫茶の苦いだけ
のコーヒーの味や熱いスープが冷めるまで語り
つくした店の匂いが沁みついてるようで、見せ
られないのに捨てられない。「あの頃は髪もフ
サフサしてたのにねぇ～昔を懐かしむようじゃ
偉そうに人生語れないわよ」って隣から。 
あっ、捨てられないものがまだ...キレイな日本
酒の空きビン。さぁもう1本増やそう〔英〕 

 地域のお宝！ 
今月のご長寿さん・・・ 

丸蔵集落出身のヱミカさん。 
お話を聞く間中、ずっと笑って 
おられ、根っからの明るさが 
印象的でした。今は息子さんと 
2人暮らしですが、8人姉弟の 
4番目としてお生まれになり、 
小学校では帰宅しても弟の世話 
や田仕事もこなすなど、小さい時から働き者。 
24 歳で結婚し、300 頭の豚を飼育する忙しい
成人期を過ごし、苦労も多かったとの事ですが、
飼料会社が招待してくれる婦人会旅行が楽しか
ったと話してくれました。週に１回、デイサー
ビスに行き、体操やパズルをするそうですが 
92歳の今でも、毎日畑に出ては野菜作りに精を
出すヱミカさん、こちらが元気をもらいました。 

 地域のお宝！ 
今月の若ぇ～し・・・ 

児塔ヱミカ さん 
 (宮園）９2歳 
昭和6年生まれ 

世界のレースが中津江に🚴 

 

イベント概要（案） 


